
研究開発

大幅な企業価値向上に貢献する研究開発テーマへの選択と集中を実施し、ポートフォリオを描いたうえで実
現に向けた体制の強化、オープンイノベーションの積極的な活用、ダイナミックな手段（外部技術導入、M＆A
等）の選定を推進していきます。

2030年ビジョンの実現に向けた研究開発戦略の全体像

研究開発戦略の抜本的改革に向けた取り組み

2030年ビジョン
創造的進化で地球の未来に

確かな「安心」と「心地よさ」を
とどける企業グループ

モビリティ

ヘルスケア

半導体

包装

5G/6G
対応

建築資材

既存領域

コア技術

市場環境変化・社会課題 新たな価値創出の視点

要素技術 財務投資 人材育成強化

技術開発戦略

マーケティング戦略

積極的な資本投下

スピードの追求

発現機能・顧客価値

新規領域

環境資材

機能
フィルム

高機能材

成形加工 高分散化、複合化、多層成形、
延伸、繊維強化、低歪化 etc.

リサイクル材の活用、
モノマテリアル化への貢献

● 外部専門家の活用
● 外部技術の導入
● 試験設備、分析装置の充実化　など

● 外部専門家によるコンサルタント活用
● 外部研究機関や大学への派遣
● DXによる社内ナレッジ活用強化　など

オープンイノベーション DXの活用
● エンドユーザーとの共同開発
● 原材料メーカーとの協業
● 大学・研究機関との共同研究　など

● know-how、know-whoの共有化
● 開発プロセス管理の可視化
● イノベーションツールの導入　など

天然素材混合、強度アップ等による
プラスチックの減容、軽量化

求められる伸縮性能を
コントロールしたフィルム提供

表面硬度向上によるガラス代替、
化粧シートでの塗装レス化

高分散ナノ材料による機能向上

エラストマー配合、
リニューアブル素材配合、
ナノ材料技術 etc.

表面加飾技術、
ハードコート技術、
コーティング技術、塗料設計 etc.

環境影響評価、
耐候・耐久性評価、
光・熱制御、伸縮機能設計 etc.

気候変動問題への対応
資源循環促進への貢献①持続可能な社会への適応

②少子高齢化社会の進展

③自動車のEV化、自動運転

④IT技術の急激な進化

健康で安心な暮らしへの貢献
産業の省力化への貢献

CASE・MaaS、軽量化への貢献

スマート化社会への貢献
新生産プロセスへの貢献

材料配合

表面
機能化

評価・設計

本部長メッセージ

タキロンシーアイの成長を支えるために、社会のニーズへ
の対応、企業の使命を果たしたうえで既存事業の強化、新規
領域への参入を実現する新製品の開発、技術革新に取り組ん
でいきます。

「抜本的な改革」を旗印に、既存テーマの総チェックにより
取捨選択を実施し、継続時の達成目標を明確にしたうえで開
発計画の再設定を実施しています。また、新規領域として成長
市場である「モビリティ」「ヘルスケア」「半導体」「5G/6G対応」

「包装」を設定し、参入に向け「フィルム成形技術」「ナノ技術」
「表面処理技術」を活用した機能性フィルムを軸にモジュー
ル、デバイスとしての提供も含めたテーマを設定し取り組んで
いきます。

環境対応としては既存製品の3Rに貢献する技術開発、新
分野としては「包装材料」のリサイクル、リデュースに貢献する

「モノマテリアル基材」「セルロース混合樹脂製品」の開発に
注力していきます。

研究開発体制としては従来のオープンイノベーションをよ
り強化した推進を図るとともに、ベンチャー・スタートアップ
企業のM＆Aも視野に推進します。また、開発者の育成を実施
するとともに、専門家の積極的な活用や採用も行っていきま
す。

知財面でもIPランドスケープによる競争戦略構築、研究開
発段階での知財ポートフォリオの形成を実施し、事業化に向
けた準備を先行して実施していきます。

常務執行役員　研究開発本部長

岩﨑 秀治

研究開発力の底上げを図るとともに 
新しい分野へのチャレンジを加速させます。
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F o u n d a t i o n：企業成長の源泉




